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ラットにおける食事制限と自発迎動の休脂肪に及ぼす影響

大阪市大　奥田豊子　三好弘子　片山（須川）洋子　〇大手前栄養文化学院　岡田真理子

　（目的）豊かな食生活と生活活動の低下や迎動不足に伴い肥満が増加している。肥滴の治

療あるいは予防には食事療法と運動療法が基本とされている。本研究ではこの２つの療法

を同時に行った場合の血液性状や休脂肪に及ぼす影響について成熟ラットを用いて検討し

た。

　（方法）ウイスター系ラット（15週令，雄）を用い, 2 0％カゼイン食を自由摂取させ

た自由食群，自由食群の飼料摂取量の60％を与えた6o％制限食群, 6 0%制限食を与

え回転ヶ－ジ（シナノ製作所）を用いて自発迎動を行なわせた退勤群にわけ実験をおこな

った。予備飼育後∠L週間飼育し, 12時問絶食させエーテル麻酔下で開腹，腹部大動脈より

採血し，肝臓，心臓,排腹筋，腎臓,ひ臓，こうがんなどの臓器および，腹壁周囲脂肪，

こうがん周囲脂肪をとりだした。脂質はソックスレーでエーテル抽出した。

　（結果）運動群の走行距離は迎動開始後,徐々に増加し３週間目にピークに達した後,少

し減少した。１日の平均走行距離は約91くIllであった。食事制限により体重当りの腹壁，こ

うがん周囲の脂肪量は自由食群の1/2に減少し，食事制限と自発運動をさせた運動群では更

に著しくl/ioに減少した。肝峻脂質倉量，休脂質含量も同様に有意に減少したが臓器脂質

含量では運動による減少は見られなかった。また運動群ではヘマトクリット値やヘモグロ

ビン濃度が有意に減少し肝臓タンパク質倉量も自由食群に比較して約2 0％減少するなど

運動によるタンパク質代謝への影響も認められた。
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関係について

　清

的　現在アミノ酸組成からたん白質栄養価を評価する方法にアミノ酸スコア（19 7 3

5 ）があるか、この方法が日常食事中のたん白質評価に最適であるかどうかは疑問であ

。　私達は、多くの食品混合物である献立のたん白質栄養価をそのアミノ酸組成から算

できる数式の開発を試みており、現在まで得られたN p u 算出近似式について報告した
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５週令のW i s t ar系シロネズミを使用し、強力粉、白米、カゼイン、全卵、キナコ、

ユポテト、トリ肉、スキムミルク、マクa及び、これらの２種混合物3 0 種類、３

物４種類、及び献立７種類、計5 0 種類の7 %たん白質飼料によりN P Uを測定し

方、これら飼料中の必須アミノ酸組成は「日本食品アミノm. 組成表」か実測値と殆

りないことからこれを使用算出し、ＮＰＵとアミノ酸m.成間との重回帰式を求めた

N P Uの最も高い全卵タン白質の必須アミノ酸組成を基準にし、飼料たん白質の各

アミノ酸の充足率を最高1 0 0 %としてN P Uとの間に次の重回帰式が得られた。

単品、２種混合物、計2 6種類の飼料たん白質の必須アs. ノ酸組成とＮＰＵの間には

重回帰式が得られた。

　　N P U ＝1 0 ^．'"'　XQ Lys°．'̂ X Q SAA"' ' X Q Thr"."　r＝0. 81

献立７品目の飼料タン白質の必須アミノ酸組成とＮＰＵの間には次の重回帰式が得ら

N P U ＝1 0 "．"̂　X Q Lys '"" X Q SAA"" X Q Trp'､"''　r= 0.88


